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〔ただし ， 1=支持間隔 (m) ， η=次数， c=支持苦言等 1耐キャパ

ーノタン ス 20 =線路の等性イ ンピーダンス 〕で表わ され ， fc な

る周波数の周波数幅 ，:Jf で減衰が起こることを示す。 したがっ

て支持間隔はフイ ノレター効果による減衰域が使用周波数帯域に

かからぬよう選定する必要がある 。
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試験の結果，新幹線では支持間隔の際準を 3.7 m 主 した。 実

視l例を図 5に示す。周波数幅は:f: 2 mc で，この場合 C=0.3-

O.4 P.F , K""90% 程度であった。 Kの値は ， ポリエチ レン被覆に

よる等価誘電率 εで支開きれるが， トソネノレ内の環境条件(じん

あい ・ 滞気等の付着の状況)によ っ ても変動するので，変動幅

として士2%程度余裕を見込む必要がある。 なお平行 2 線によ

る ト γ 不ノレ内の電界分布は， 支持点， バ ラ ン点よりのふく(幅)

射成分，壁面あるいは列車等による乱反射成分が複雑に干渉し

あって 一様て、なく ，無数の定在波が生じているが，区間平均の

結合損失は約 70 db で， 初期の目的を満足した。 平行 2 線の取

付位置を図-6に示す。 曲線路では，カント (canl) に よ り 補正 さ

れた高きとなる。また支持援は金属製の支持具に取り付け，壁

面との離れが 300 mm になるよう固定される 。

最後に前述のパラ γについて概略説明する。パラ γ の等価

関ー7 パランの高周波等価問路
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回路は，図ー7の と おり

で ， そのうち平衡， 不

平衡各成分に対する等 (v I 
価回路を図 -8およ び 9 M ¥vJ 
に示す。 いずれも j 波

長あるいはす波長の分

布定数素子合使用 し ，

不平衡イン ピ ー ダ ン ス

(同制l線路 zo =50n ) の

4i古の平衡ィ γ ピーダ

ン スに変換 し，平徐I イ
γ ピ ー ダ γ "" 主 ， さ ら

に十波長だけ， く形金
属しゃへい板を通るこ

とにより鋭定の 260n に変換される よ う設計されてい る。長大

ト γ ネノレて'fì ， トンネノレ内プースタへの電力 (Ac 100V) を平行

2 線を使 っ て高周波と重畏供給する ことを考慮して.分布定数

素子ーは板状誘電体と金属板を重ね合わせたトリフ・ Jレプレ ト

(lriple pJate) を椛成し，高周波と重科電力の統 イ干 分珂t が容易
に行なえる構造になっている。

多考文献鉄道通信協会 列車無線に関する研究報告 (AH和

36 ・ 3) 。 遠藤由松述新幹線列車無線のト γ 不 ル対策(鉄道通

信) 。 新幹線局電気部信号通信諜 新幹線通信設備(昭和39 ・ 1 ) 。
竺菱電機株式会社 国鉄新幹線試作車用列車無線電話装霞 (三

菱電機技報) 0 (加藤典íf )

どうりよくがかり 動力掛 車両工場におかれる職で ，

昭和37年の職制改正により，諸機掛，汽かん掛および電機掛が

統合されたものである。したがって，その職務は，起草電機・ボ

イ ラ一等の繰縦保守，高圧電機器類の取敏い， 電限設備・給水

設備の保守等多彩であり ， このうちには一定の法定資絡を必要

とされるものもあるが，問屋される職場に応じ， 必す.しも全部

の資栴を備えなく ともよ い ことになっている。 (森口政雄)

どうりよくきんだし、かちょうさいいんかい 動力近代
化調査委員会 戦後，電化の推進に関し，政府あるいは国鉄

に対して各力聞から各種の勧告，答申が行なわれ， 同鉄は， こ

れ らに こ たえ，乏しい財源のなかから電化を推進する と ともに

ディー ゼル化に鷲手 LJニ。しかし， 動力近代化の速度は，時代

の主要求に応ずるには， あまりに も避 < ， その実施も主と して局

部的な動力の転換にとどまり ，動力近代化を機会に，広く経営

全般の合理化を推進することについては， 不十分のそしりを免

れなかっ た。そこで，国鉄の経営を改善する目 的をもって，動

力の近代化を推進するに当たり ， その基本的諮問題を調査審議

し，総合的な謀本方針を立てるため，昭和 33 ・ 2 ・ 17 総裁達第 64

号により，国鉄本社に動力近代化調査委員会が賢かれた。

委員会は，部外の学識経験者 9 名に理事，局長，審議室長，
副技師長， 鉄道技術研究所長などを加えた 26 名で構成され， 委

員長には電力中央研究所理事，東大名誉教授，大山松次郎氏が

選任された。 委員会は次の事項を調査審議し，その庶務は技師

長室で行な っ た。

(1) 鉄道動力のあり方および動力近代化方式に|渇すること

(2) 電化およびデ ィ ーセVレ化対象線区に関すること

(3) 電気機関車およひ電車ならびにデ ィー ゼル動車お よ び気

動車の運転分野に関すること

(4) 動力車の性能，形式，運用および検修方式に関すること

(5) 動力近代化計画の実施に必要な摘置に関すること

(6) 出l各号に婦げる もののほか，動力の近代化に関し必要な
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